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自閉症児者への余暇支援に対する家族の捉え方
松 山 郁 夫
Recognition of Families on the Activity Support for












平成25年 4月 1 日から、「障害者自立支援法」を「障害者総合支援法（障害者の日常生活及び社会生活
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アメリカ精神医学会が作成した「精神疾患の分類と診断の手引き第 5版」（Diagnostic and Statistical























































































「どちらとも言えない」（ 3点）、「ある程度気にしている」（ 4点）、「かなり気にしている」（ 5点）までの




























番号 質問項目 平均 標準偏差 平均 標準偏差 t 値
1．余暇を穏やかに過ごせるようにすること 4.41 .621 4.31 .817 .898
2．余暇活動を継続的に行うこと 4.21 .705 4.07 .877 1.204
3．文化的な余暇活動を行うこと 3.59 .912 3.50 .979 .706
4．身体運動に関する余暇活動を行うこと 4.10 .783 3.95 .943 1.200
5．集団での余暇活動の楽しさを味わうこと 3.48 1.014 3.43 1.090 .321
6．余暇を過ごす技能を獲得すること 3.79 .995 3.40 1.060 2.606*
7．余暇活動を計画的に行うこと 3.83 .870 3.66 .955 1.234
8．余暇活動を支援するプログラムを作ること 3.56 1.013 3.46 .937 .717
9．障害特性に合わせた余暇活動を行うこと 4.13 .930 3.89 .928 1.729
10．利用者の地域生活を支える視点を余暇活動に取り入れること 3.64 .944 3.55 .926 .631
11．余暇活動を通して利用者の仲間意識を育てること 3.41 .975 3.30 .989 .739
12．余暇の過ごし方の技能を高めること 3.44 .965 3.29 1.035 1.027
13．4〜5人程度の小グループによる余暇活動を取り入れること 3.12 .975 3.13 1.045 .067
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表 1．自閉症児者への余暇支援における「20歳未満群」と「20歳以上群」の平均値・標準偏差・ｔ検定結果
14．利用者が興味・関心を示す余暇活動の内容を提案すること 4.08 .843 3.90 .880 1.415
15．余暇活動の内容について利用者の希望を聞くこと 4.00 .840 3.75 .926 1.946
16．余暇の楽しみ方には個人差があると捉えること 4.48 .608 4.12 .878 3.215**
17．生活支援員等職員が提案して活動内容を決めていくこと 3.36 1.039 3.41 .912 .333
18．10人以上の集団による余暇活動を取り入れること 2.50 1.049 2.71 .903 1.470
19．地域の支援者の協力を得て余暇活動をすること 3.36 .981 3.32 .888 .295
20．利用者に複数の余暇活動を提示すること 3.63 .946 3.48 .895 1.134
21．利用者がさまざまな余暇活動を経験できるようにすること 4.06 .757 3.82 .849 2.055*
22．余暇活動の内容を決めるとき利用者の意思を尊重すること 4.22 .773 3.98 .828 2.048*
23．利用者の希望をもとに活動内容を決めていくこと 4.03 .846 3.90 .891 1.037
24．余暇活動の場所を確保すること 4.13 .823 3.82 .968 2.364*
25．個々の利用者に応じた余暇活動を行うこと 4.36 .750 4.05 .833 2.682**
26．利用者の余暇における楽しい過ごし方を見つけること 4.45 .730 4.18 .813 2.371*
27．年齢に合わせた余暇活動を行うこと 3.98 .867 3.80 .901 1.396
28．余暇活動において人との交流ができるようにすること 3.73 .963 3.56 .893 1.253
29．余暇活動にボランティアを活用すること 3.56 .820 3.63 .897 .579
30．余暇活動の内容が理解できるようにすること 3.87 .851 3.78 .862 .762
31．地域の体育館等の施設を利用して余暇活動をすること 3.44 .889 3.29 .966 1.106
32．利用者に身近な余暇活動の内容を提案すること 3.81 .833 3.75 .763 .571
33．余暇活動の種類を増やすこと 3.83 .958 3.50 .839 2.542*
34．余暇活動で利用者が行きたい場所に移動できるようにすること 3.86 .935 3.63 .886 1.729
35．余暇活動で公共交通機関を利用できるようにすること 3.69 1.119 3.48 .938 1.406
36．利用者が希望する余暇活動を選択できるようにすること 4.09 .916 3.83 .876 1.976
37．余暇活動について利用者が楽しかったかどうかを表現すること 3.63 .959 3.64 .850 .098
38．利用者が楽しめる余暇活動については継続すること 4.33 .710 4.14 .780 1.733
39．地域社会に余暇活動の場を開拓していくこと 3.98 .920 3.66 .847 2.542*
40．余暇支援が公的な支援として認められるようにすること 4.01 .988 3.91 .876 .730
41．余暇の過し方に関する個別支援プログラムを作成すること 3.67 1.045 3.68 .921 .036
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